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■ランヨウアオイの重要度と保全上の課題 

◆本種は東京都レッドデータブック２０１３：（南多摩）絶滅危惧Ⅰａ（ＣＲ）、東京都レッド

リスト２０２０：（南多摩）絶滅危惧Ⅰｂ（ＥＮ）に指定されており、２０２０版においてラ

ンクダウンされたものの、ランクの高い希少植物である。 

◆本種は東京都レッドデータブック２０１３において以下の記載があり、今回の事業地におい

ても生育地の荒廃等により、平成 27 年の自然環境調査結果と比べ、令和 3 年の現況確認調

査結果から、林床の荒廃により約 84％に減少していることが確認されている。また、移植に

あたっては事業地内の適地に移植することが望ましいと考える。 

・南多摩の低山から丘陵域にかけての北斜面樹林内に生育するが、分布は局所的であり、地域固有種

である（多摩丘陵の生育地の東限） 

・山林の改変、林床の荒廃、園芸目的の採取などが本種の生存を脅かす主な要因であると考えられる。 

・地史との関連性の強い植物であり、地域や流域等を考慮しない移植保護等は避けることが望ましい。 

◆本種は、本事業区域内では、平成 27 年の自然環境調査において、複数の箇所で 246 個体が

確認され、その多く（約 83％）が改変される予定である。そのため、一部の群生地の改変を

回避するように計画を見直すことによりにより、現況保全する群落を増やす等、影響の低減

を図ることとしている。（新たに約 30個体程度の群落を保全、改変率約 70％と推定）。 

◆しかしながら、上記の低減を図っても、多くの個体は、盛土の中心に位置し、影響の回避は

困難である事から、個体の移植だけでなく、生育地の復元・再生を同時に実施する。 

 

【ランヨウアオイの保全方針】 

 

～「ランヨウアオイの郷づくり（個体の移植＋生育環境の再生＝森のお引越し）」～ 

・本事業では、前項１で述べたようにランクの高い希少な植物であるランヨウアオイの生育地

の多くを改変する。そのため、地域個体群の保全を目的とし、ランヨウアオイの現況保全や

移植、適切な樹林管理による「ランヨウアオイの郷づくり」を計画する。 

・加えて、改変地に生育する個体の保全においては、個体の移植だけではなく、生育地にあっ

た表層土も掘り取り、ランヨウアオイとともに生育・生息してきた、里山の土壌生物や埋土

種子等についても移植を行う「森のお引越し」を計画する。 

 

◆「ランヨウアオイの郷（森のお引越し）」の整備と移植 

ランヨウアオイの現況生育地を基本に、改変区域に生育するランヨウアオイの移植場所と

し、ランヨウアオイとともに生育・生息してきた土壌生物や埋土種子の移植も行い、里山の

森の生態系の保全に努める。 

 

Step1.ランヨウアオイ育成管理区の整備 
ランヨウアオイの移植地に繁茂するアオキ等の低木や、アズマネザサの刈り払いを行

い、林床に十分陽光が届く、明るい落葉広葉樹林（明るい樹林管理区）を整備する。 
Step2.ランヨウアオイの移植 

整備を行った明るい落葉広葉樹樹林（明るい樹林管理区）に、改変区域に生育するラ
ンヨウアオイを株移植する。株移植の事例は多く、難易度も普通ではあるが、丁寧な掘
り取りや、植え付け等を心がける。 

Step3表層土の移植（森のお引っ越し） 
ランヨウアオイを掘り取った場所や、その周辺の場所の表層土を掘り取り、移植する

ランヨウアオイの埋め戻し用土に活用し、ランヨウアオイとともに生育してきた、土壌
生物や埋土種子も移植する。 

Step4.花木等育成管理区の整備 
落葉広葉樹林内に認められたギャップを活用し、アズマネザサ等の刈り払いを行い、

里山の代表的な景観を構成するヤマツツジやスミレ類の生育環境を整備する。 
Step5.里山の代表的な景観を構成する花木の移植 

整備された花木等監理区に改変区域に生育する、ヤマツツジやスミレ類等の里山の代
表的な景観を構成する植物を移植する。 

Step6.「ランヨウアオイの郷」の樹林管理 
移植したランヨウアオイや里山の代表的な景観を構成する植物が持続して生育でき

るよう、継続的に管理を行う。 
ギャップ更新がないように高木等の生育を抑制する管理を行う。 
 
 

【ランヨウアオイの手厚い移植保全】 

移植後については、移植保全を行った他希少な植物とともにモニタリング調査を実施し、異常が確認され

た場合には、直ちにできる限りの対処を行うとともに、専門家のアドバイスのもと原因究明や根本的な対応

に務める事とするが、本種の希少性に配慮し、移植した個体の半数（現況生育確認個体数の約 1/3）につい

ては、高頻度（1回/週の頻度を基本）で、あらかじめ教育を受けた者により、予後観察を行い、地元有識者

の協力を得て、特に手厚い移植保全管理を行う事とした。 

なお、本種は移植の難易度が通常であることから、1 年程度で移植成果を確認できると考えられるが、高

頻度の予後確認は、念のため工事期間中は継続する事とした。 

  郷 イメージ断面図 

ランヨウアオイ 

（現地撮影） 
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◆土地利用計画の見直しによるランヨウアオイの現況保全への配慮 

本種の希少性等から、保全対策については特に留意し、改変区域に生育する「全個体の移植」

や、「森のお引っ越し」による生育環境の整備も計画したが、さらに、開発行為における自然環

境保全の基本である「回避」「軽減」についても再度検討を行い、できる限り影響を軽減するた

め、土地利用計画を見直し、生育地の改変を一部回避する事で、現況保全する個体数を増やし、

移植保全個体数を軽減する計画に見直した。 

現況保全個体数を増やすため、土地利用計画を見直し、元計画の 14%から 28%としたが、さら

に設計の詳細を再見直しする事により、新たに 13 個体の群落（R3 年調査より）を、現況保全

する計画に再度見直した。 

この、再度の設計詳細見直しにより、元計画の移植保全率は 86％であったが 66％となり、現

況保全率が 14％から 34％に上がった。（令和 3年調査結果による） 

 

土地利用計画の見直しによるランヨウアオイの現況保全率 

土地利用 
計画 

調査年 確認数合計 
移植保全 
個体数 

移植保全 
率 

現況保全 
個体数 

現況保全 
率 

元計画 
平成 27年 246 204 83％ 42 17％ 

令和 3年 207 179 86％ 28 14％ 

 

見直計画 令和 3年 207 149 72％ 58 28％ 

再見直計画 令和 3年 207 136 66％ 71 34％ 

＊土地利用計画の見直しにより、移植保全率が軽減され、生育個体数全体の約 1/3が現況保全
となり、地元有識者の協力による手厚い移植管理による約 1/3 の個体を合わせて、約 2/3（約
60%）の個体について、確実な保全に務める事ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ランヨウアオイの過密な移植保全による淘汰への配慮（再移植計画） 

移植保全の移植先については、本種の生態を踏まえ、現況の生育地と同水系で同種の生育が

確認されている場所を基本とするため、一部に過密な状態が発生する事が考えられ、長期的に

見た場合、自然の淘汰により、現況の個体数になってしまう事も懸念される。 

そのため、移植後の短期的（1 年程度）な生育状況が良かった場合、同水系で、同種の生育

が確認されていない場所への再移植による淘汰の防止と、生育エリアの拡大に努める。 

再移植場所は、残留緑地内を基本とし、「同種の生育が確認されてはいないが、植生や日照等

の条件が整った場所」とする。 

さらに、新たに整備される、法面植栽緑地の一部も、将来的な再移植地に活用するため、ラ

ンヨウアオイが嫌う、過度な日射による乾燥や霜が防げるよう、シラカシ等の常緑樹による植

栽も行い、適切な生育場所の整備に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用計画の見直しにより、 

現況保全とする。（30 個体） 

土地利用計画の再見直しにより、 

現況保全とする。（13 個体） 

元計画 再見直計画 

再移植場所（残留緑地内） 

現況において、ランヨウア
オイの生育は確認されてい
ないが、現況の生育場所と連
続する、北側斜面の落葉広葉
樹林であり、一般生態から生
育可能と考えられる。 

将来的な再移植場所 

（植栽緑地内） 

植栽樹等が、ある程
度生育した後に再移植
を行う。 
過度な日照による乾

燥等を防止するため、
尾根の北側にある平坦
地に配置し、常緑広葉
樹も疎に植栽する。 

残留緑地 
（落葉広葉樹林） 

残留緑地 
（落葉広葉樹林） 

将来的な再移植地・植栽緑地 
（常緑広葉樹を疎に植栽する。） 

将来的な再移植場所の整備イメージ 
キープラン 

移植保全率：86％ 
現況保全率：14％ 
（R3年調査による） 

移植保全率：66％ 
現況保全率：34％ 
（R3年調査による） 
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３）-8希少な動物類の移動保全 

生息場所（現地調査における確認位置）が改変区域にあり、移動能力が低い種・

個体を対象とし、捕獲による移動保全を行う。 

移動保全の詳細な時期や移動場所・移動方法については、保全作業実施前に改め

て「移動保全実施計画書」を作成し、東京都環境局と協議後実施する。また実施後

は実施結果やモニタリング結果等についても、東京都環境局に報告を行う。 

 

■希少な動物類の移動保全の方針 

●生息場所（現地調査における確認位置）の現況保全が困難な個体のうち、移動

能力が低い種・個体を対象とする。 

●移動先は対象種と同じ種の生息が確認された残留緑地を基本とする。 

●必要に応じて、移動先の簡易な環境整備を行う。 

●移動におけるリスク分散のため、同種が確認された同じ林分や、一般生態から

生息適地と考えられる場所も、移動場所として選定する。 

 

■希少な動物類の移動保全対象種 

●改変区域に生息し、移動能力が低いと考えられる、爬虫類 5種・両生類 1種、

昆虫類 3種、クモ類 1種、陸産貝類 1種、水生生物 3種を対象とした。 

●なお、移動保全の対象とした種以外であっても、移動保全作業中や工事中に改

変区域で新たに確認された場合には、移動保全の対象に随時加える。 

 

表 3-5-2-13 移動保全対象種 

分類群 移動保全対象種 種数 

爬虫類 
ニホンカナヘビ・シマヘビ・ヒガシニホントカゲ・ジ

ムグリ・ヤマカガシ 
5種 

両生類 シュレーゲルアオガエル 1種 

昆虫類 ヘイケボタル・ヤチスズ・ミカドガガンボ 3種 

クモ類 コアシダカグモ 1種 

陸産貝類 キヌビロウドマイマイ 1種 

水生生物 サワガニ・マメシジミの一種・ホトケドジョウ 3種 

合計 14種 

＊ホトケドジョウについて：自然環境調査ではスポットの調査であったため改変区域全域での生息は

確認されていないが、改変区域内での生息の可能性に配慮し、改変区域全域での移動保全を行う。 

 

 

 

【移動手順】 

希少な動物類の移動保全の手順は以下の通りとした。 

①移動先の選定
・移動作業に先立ち移動場所の選定を行う。
・現地調査での確認位置を基本に、残留緑地で移動対象と同じ種が確認された場所を図面上で選定
する。
・図面上で選定された場所の現地確認を行い、現況においける移動先の適正を確認し、移動先を決定
する。
・移動場所は、リスクを分散させるため、出来る限り複数の場所場所を選定する。

②必要に応じた移動先の整備
・移動作業に先立ち、必要に応じた簡易な移動場所の整備を行う。
・両生類の卵塊を移動させる場合には、移動先に小水域を整備する等の配慮を行う。
・また他種についても、現地確認において、移動先の整備が必要と考えられた場合には、手作業の範
囲で簡易な環境整備を行う。

③移動対象種・個体の捕獲と搬送
・爬虫類や両生類・昆虫類は移動能力は低いが、移動性があるので、現地調査での確認位置を中心
に任意調査を行い、個体にダメージを与えない方法を種に応じて工夫して捕獲を行う。
・陸産貝類や両生類の卵は極めて移動能力が低いため、現地調査で確認された区域に定めて精査
し、個体を捕獲する。捕獲の際には個体にダメージを与えない方法を種に応じて工夫する。
・捕獲した個体については、個体が衰弱しないよう個体の習性や大きさに合った容器に一時収容し、速
やかに移動先に搬送する。

④捕獲個体を放つ
・移動先に搬送した個体は、速やかかつ丁寧に放つ。
・また、放つ前には周辺を確認し、カラス等の捕食動物が居ないことを確認する。

⑤移動後のモニタリング
・移動後にはモニタリング調査を実施し、工事中及び工事後に移動場所を基本に、移動保全対象種の
モニタリング調査を実施し、移動保全や現況保全の効果の検証を行う。

⑥必要に応じた生息環境環境の管理
・モニタリング調査結果や、植生の遷移状況を踏まえ、必要に応じて移動先の生息環境の管理を行う。

 

図 3-5-2-15 移動保全の手順 

 

 






